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令和６年度 主要事業
～子育ての喜びが見えるまちづくり～

◆は新規事業令和６年度主要事業～子育ての喜びが見えるまちづくり～

❶ 超高齢社会の克服
高齢者等元気活躍推進事業　　　　　　740 万円

　「おもいやりポイント制度」「働くシニア応援プロ
ジェクト」「生涯現役カレッジ」「シニアの生活活躍
総合相談窓口」を実施し、高齢者等が地域社会を支
える側に立ち続ける生涯活躍社会をめざします。

◆フレイル予防事業　　　　　　　　1,681 万円

　難聴によるフレイルや認知症のリスクを低減する
ため、高齢者の補聴器購入費用の一部を助成します。
また、高齢者の口腔機能低下予防訪問などオーラル
フレイルリスク予防事業を行います。
継続事業

　町ぐるみ健診事業、老人福祉サービスなど

❹ 安全・安心のまちづくり
◆防災資機材配備事業　　　　　　   1,320 万円

　大規模災害への備えとして、避難所等にポータブ
ルバッテリーや、マンホールトイレ用の簡易水洗便
座を配備します。

道路・河川の環境改善事業　　  9 億 1,780 万円

　老朽化した危険な市道や河川などの公共インフラ
改修や、市民、地域と行政との共同作業による除草、
側溝清掃等の維持管理を行います。
継続事業

　排水対策事業、消防団活動の充実など

❺ 「対話と行動の行政」の実現によるまちづくり
地域の担い手づくり事業　　　　　　   400 万円

　地域を支える新たな担い手が、幅広い世代の地域
活動への参画を促進するために行う取り組みに対し
て補助を行います。

シティプロモーション推進事業　　　1,910 万円

　市民への市役所情報の発信力強化、市の認知度拡
大、ブランド力強化に向けた情報発信方法の開発に
取り組みます。
継続事業

　地域づくりチャレンジ事業、自治会加入促進事業など

◆平日一時預かり・休日保育事業　　　750 万円

　多様なライフスタイルを応援し、仕事と家庭の両
立を支援するため、平日の一時預かりや休日保育を
試行的に実施します。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実
小中学校施設営繕事業　　　　　2 億 8,660 万円

　学習環境改善のため小学校の音楽室空調設置
工事、トイレ洋式化工事、防水工事等を行います。

継続事業

　公園整備事業、出産祝金の拡充など

❸ 地域の資源を活かした地元産業の活性化
空家活用推進事業　　　　　　　　　　　5,792 万円

　市内の空家の掘り起こしや空家バンクへの登録を
強化するとともに、新たに空家の社宅用改修や空家
を借り上げて移住者に転貸するサブリースへの支援
を開始します。

継続事業

　大鳴門橋周辺環境整備事業など

◆大阪・関西万博関連誘客促進事業　6,083 万円

　大阪・関西万博に向けインバウンド受入環境整備や本
市への誘客に繋がる魅力あるコンテンツを整備します。
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「五つの行動」

　「子育ての喜びが見えるまち」の実現を目指し、政策の柱であ
る「五つの行動」のそれぞれの柱に新たな要素を加えた事業を展
開していきます。その中でも「担い手確保と移住・定住施策の一
体的な推進」「大阪・関西万博を契機にした観光振興」「地域社会
とつくる魅力ある子育て環境」に重点的に取り組みます。

令和６年度重点事業
Ⅰ．担い手確保と移住・定住施策の一体的な推進　３億 440 万円
　＜担い手確保と若者支援＞　
　　奨学金等返済支援事業、介護・看護人材確保対策事業など
　＜移住定住支援＞　
　　マイホーム取得事業、移住支援事業、多世代同居・近居支援事業など
　＜住宅確保のための空家活用と住環境調査＞　
   　空家確保支援事業、空家活用支援事業、空家再生支援事業など
Ⅱ．大阪・関西万博を契機にした観光振興　26 億 5,078 万円
　＜広域的な観光振興＞　
　　大阪・関西万博関連誘客促進事業、徳島空港線バス実証運行事業など
　＜受入体制の強化＞　
　　インバウンド受入環境整備事業、大鳴門橋周辺環境整備事業など
　＜インフラ環境整備＞　
　　道路橋梁維持事業、道路新設改良事業、河川維持事業など
Ⅲ．地域社会とつくる魅力ある子育て環境　５億 4,317 万円
　＜安心できる出産・子育て環境＞　
　　出産祝金の支給、平日一時預かり事業など
　＜魅力的な学びの場＞　
　　学ぶ楽しさ支援センター運営事業、沼島地域教育環境改善事業など
　＜通学路の安全・安心＞　
　　通学路の安全確保、交通安全施設等の充実など

❶ 超高齢社会の克服




